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ミニコミ紙のある暮らし

一一高蔵寺ニュータウンザウンニュ一九の20年

西川祐子

キーワード：ニュータウン、地域ミニコミ紙、コミュニケーション、

メディエーション、記憶

しはじめに一分断／発信／関係性

( 1 ）「ニュータウンの人類学J から

愛知県春日井市にある高蔵寺ニュータウ

ンで発行されているミニコミ紙『タウンニ

ュース」の題字の上には小さく、「人と入、

人と地域をつなげますJ と書かれている。

Nol~~~~！タ~；｝三二二二~
醤 I 高蔵寺ニュータウン『タウンニュース』題字

『広辞苑』によれば「つなげるJ 「つな

くV は、「切れ、離れているものを続け合

わせるJ ことである。分断があるから接合、

つまり関係性が追究される 1）。ニュータウ

ンはたしかによそ者同士で住む街であろう。

だが異質の他者とともにあることは、今や

あらゆる都市の課題ではないだろうか。本

論はニュータウンで発行されている 1ミニ

コミ紙『タウンニュース＂° 20年間の発信が

人々を「つなげJ てゆく、そのプロセスを

同紙のパックナンバー創刊号から299号ま

でと、同紙の編集発行人、林明代氏にたい

するインタビューにもとづいて明らかにす

る試みである。

本論はまた、日本文化人類学会第38回研

究大会の分科会（B-02）「ニュータウン

の人類学の可能性J （西川祐子、杉本星子、

鵜飼正樹、森正美、篠原稔子）をはじめ、

筆者が参加している一連のニュータウンを

テーマとする共同研究2）に続こうとする仕

事である。戦後住宅理論のキーワードは

「閉じるJ f関仕切るJ であったが、現代

の住宅建築では反転して「開く」「つな

ぐJ γつなげるJ rつながるJ が鍵言葉とな

りつつある。 nLD Kの団地住宅設計や、

街区別に機能をもたせるニュータウンの都

市計画は、戦後住宅理論の一つの到着地点

を示していた。それだけに「ひらく J rつ

なげる」は緊急の課題となっている。ニュ

タウンの共同研究は、「分断／交信／関

係性」といったテーマに悲観的ではないア

プローチをすることをこころがけてきた 3）。

ニュータウン（new town）の定義は一

定でない。たとえば国際住宅都市計画連合

(I FHP）のニュータウン作業委員会は

1981年に発行した報告書のなかで「『ニュ

ータウン』という語に唯一の普遍的に適用

できる定義を課することはできないJ （大

庭常良、 1981, 6頁）と断っている。間報

告書はそれで、も「ニュータウンとは定めら

れたゴールや目標に呼応して意志的に創出

される計画的コミュニティである」（向

上）をニュータウンの概念とした。そこで

強調されているのは、ニュータウン建設は
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目的と目標のある、したがって計画性をと

もなう意志行為だ、という点である。計画

と建設の行為体は、国家ないしは地方行政

体、その他の公的機関、ときには民間機関

である。ニュータウン建設は全体としては

国土開発計画のなかにふくまれる行為であ

る。したがって、ニュータウン建設はそれ

ぞれの圏の経済政策、家族政策、住宅政策

に左右され、多様である。

日本型ニュータウンの定義としては、福

島正弘の「ニュータウンはいくつかの公的

機関によって計画的に開発された、人口 5

万程度の住宅地を中心とした街」（福島、

2001年ii頁）がある。「住宅地を中心とし

たJ とあるが、従来の日本型は産業誘致に

成功せず、大都市、中核都市のベッドタウ

ン、再生産に特化された「住むJ ための街

であることが多い。

先述の分科会ではではさらに人口構成や

街並み、住宅の構造の特徴にふみこんで、

ニュータウンとは「出自を異にする人々が

居合わせて住む人工的な計画都市。国土開

発の枠組みの中で、戦略的プランニングに

基づいて創出され、空間設計のパターン化

が見られる」とした。この定義は、従来の

ニュータウン研究のようにニュータウンを

設計、建設主体の視点、から見るだけでなく、

ニュータウンは r住む」行為体としての住

人が、計画都市に特有のパターンイ七され、

与えられた設計を、しかし多かれ少なかれ

主体的に住みこなしてきた街であることに

留意している。

同分科会ではさらに日本型ニュータウン

の特徴として、 1）住宅の55年体制のその

後をうけ、 1970年前後に、大都市および地

方中核都市の郊外に開発された。 2）再生

産空間として企画され、近代家族イデオロ

ギーが支配的である。 3）「住宅双六J が

組み込まれている。 4)1990年代後半から

社会全体に先立つて「少子高齢化J r階震

分解」 γジェンダ一変容J r多文化混渚」の

傾向が顕著である点を挙げた。

都市計画や建築学はこれらの傾向を、ニ

ュータウンの諸機能低下の問題として研究

課題にとりあげている。社会学もまた、一

連の「郊外の研究」の中で、「ニュータウ

ン的犯罪」の多発などをいわゆる社会問題

としてとりあげた。この場合、ニュータウ

ンは問題多発地帯とみなされる傾向が強い。

しかしニュータウンで顕著に起こってい

るこれらの事件や諸傾向ははたして社会の

他の部分とは関係のない、ニュータウンに

固有の出来事なのだろうか。たしかにニュ

ータウンには同世代一斉入居などの要素に

より、少子高齢化をはじめとする諮傾向が

他よりも急激に、しかも顕著に起こりつつ

ある。だがしかし、これらの諮傾向は遅か

れ早かれ、社会全体に起こることの予兆で

あり、「ニュータウン的なるものJ はすで

に世界をおおっているのではないか。その

意味においてニュータウンを社会のもっと

も先端的な部分とみなし、ニュータウン研

究をとおして、わたしたちの近未来の生活

を考察することができるであろう。

急激な状況変化、計画都市の枠組みと中

身のずれ、階層分解をはじめとして人々を

分断する障壁などの困難な状況を、時代に

先駆けて生きているニュータウンの住人た

ちは、異質の他者とともに生き延びる実践

を日々、重ねている。そこには学ぶべきこ

とが多くあると思われる。

( 2 ）高蔵寺ニュータウン

ーュータウンは、名古屋市中心部

から東北約17キロメートル、 JRで半時間

以内の春臼井市域の東部丘陵地にひろがる

総面積702.lha、人口は約5万人の街であ

る。都市計画決定は1963年、事業計画認可

は1966年であり、施工者はかつての匠本住

宅公団であった。 1968年に入居が開始され

た。 1998年には日本住宅公団から名称変更

をした住宅＠都市整備公団が中心となって、

入居30周年記念シンポジウムが開催されて

いる。公団にとって高蔵寺ニュータウンは
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めるところから、ニュータウンにも人口の

流入と流出があり、比較的に回転が良い。

それでも初期に建設された賃貸集合住宅は

現在の家族にとっては狭く、空き部屋率が

次第に上昇した結果、全国のニュータウン

にさきがけて改造、改装が行われ、建て替

えもはじまろうとしている。

他方、分譲地に戸建ての街区では、敷地

が広いのが高蔵寺ニュータウンの特徴であ

る。入居開始当時は、 100坪以下の分譲は

行わないことになっていた。戸建て街区に

図4

1つの代表的な作品であったのではないか

と思わせる熱のこもった取り組みである。

全国のニュータウンの中でも、成熟期をむ

かえてひときわ落ち着いた雰囲気がみられ

る4）。設計にたずさわり、今も高蔵寺ニュ

ータウンに住む津端修一氏は、「 2DKか

らニュータウンへ」という標語をつくり、

ニュータウンに住宅双六を組み込んで定住

の街をめざし、里山と雑木林を残した「緑

と太陽の街J をつくったとする。

じっさい高蔵寺ニュータウンは賃貸集合

住宅を中心とするもっとも初期に建設され

た藤山合から分譲地に広い庭っきの戸建て

住宅が並ぶ石尾台まで、 7街区からなり、

変化に富んだ、風景をもっO ニュータウンを

く6車線の広い道路、集中型高業地区、

医者村などの配置がなされている。

入居開始当時は、若い夫婦とその子ども、

あるいはこれから子どもの誕生を予定する

夫婦といった「家庭J 家族の一斉入居があ

った。当時は高齢者率の低いことが特徴の

街であった。小学校の児童数はうなぎのぼ

りの上昇の後、 1984年をピークにして、そ

の後は減少の一途をたどっている。その逆

に65歳以上の高齢者人数は1980年頃より急

増し、 1997年には人口のに1%となり、

2.2%であった1980年の 4倍に遠する勢い

である。

高蔵寺ニュータウンはベッドタウンとし

て依拠する名古屋市がいわゆる転勤族を集

高蔵寺ニュータウン、 JR駅前より
（筆者撮影）

図（写真） 2 
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は、ニュータウン内の賃貸、分譲の集合住

宅を経ての入居が予定されており、ニュー

タウン内に住宅双六の各段階が用意されて

いると言える。他方ではとくに入居30周年

以後は人口動態が街区ごとにかなり異なり、

階層による棲み分け傾向がこれからも進む

ことが予想される。

入居開始30年周年の記念事業からさらに

6年が経過した現在の高蔵寺ニュータウン

に感じられるゆとりや余力の印象は、中間

層が育ち定住した結果であろう。その間に

専業主婦たちの余暇、知的資源、社会貢献

への意欲が集積された年月があった。

( 3 ）メディエーション事例としての「タ

ウンニュースJJ 20年

ロジャー＠シルバーストーンは『なぜメ

ディア研究か』のなかでメディアをプロセ

スとして考えていかなければならないと

張するo rプロセスというのはすなわち媒

介作用（メディエーション）のことである。

そのようにメディアを考えるには、私たち

はこの媒介作用をメディア＠テクストと読

者なり視聴者なりとの接触という観点、を越

えて、拡張した仕方で考えてゆかねばなら

ない。つまり私たちは、さまざまな意味に

関与したり、しなかったりする多かれ少な

かれ連続的な活動のなかにメディア生産者

とその消費者を呑み込ませ、そうした媒介

作用を捉えていかなければならないのであ

る。その場合さまざまな意味の源泉や焦点

は、まず媒介されるテキストにあるのだが、

しかしまたその意味は、無数に異なる層を

なしながら人々の経験のなかで拡張され、

そうした経験に照らして評価される」（シ

ルバーストーン、2004,46頁）と言う。

媒介作用、メディエーションという概念

は、これまでのメディア論における発信者

と受信者、作り手と読み手、メディア生産

者とその消費者、バーチャノレ空間と経験的

空間といった 2項対立的に固定した図式を

越えて、 2項の罵辺をまきこみながら発展

する意味形成の動きを捉えようとしている。

しかし具体的にはどのようなモデル研究が

あるのか。シルバーストーンは同書のなか

で、テレビが報道するダイアナ妃の葬儀を

見ていた聴衆が自宅テレビ前の席を立って

街頭に下り、実況放送がされているその現

場に列席する大群衆となった事件など、魅

力的な事例を多々あげているのだが、残念

ながらいずれも断片的、挿話的である。

筆者はニュータウンのミニコミ紙という

素材をかかえて、モデ、ル理論をさがしてい

た。ニュータウンとその周辺という限られ

た地域に全世帯に近い量の配布があること、

最近20年間のバックナンバーという長期に

わたるデータがあること、編集発行人に直

接に取材するだけでなく、これまでのフィ

ールド調査により証言の裏付けも得ること

ができたことにより、この素材はメディエ

ーションというプロセスを重視する概念を

具体的事例の上に応用するよい機会なので

はないか、と考えた。

異質な他者向士が居合わせるニュータウ

ンのような街にあっては、人は偶然に与え

られた空間のなかで自分と他者の関係、自

分と環境との関係を考慮、しながら居場所を

えらび、居方を工夫し、他者たちとの多元

的な関係性を編み出してゆく。結果よりも、

生きてゆく限り続く交渉のプロセスが大切

であろう。暗黙のとりきめはむろん重要で

あるが、お互いの異質を前提とするなら、

音声や文字媒体による直接的な意思疎通と

さまざまな媒体をとおして発信、受信、さ

らなる発信の展開が必要とされる。ニュー

タウンの暮らしのなかにとけこんで20年つ

づいた rタウンニュース』は、ニュータウ

ンが必要とする媒介作用を実践してきたも

のと思われる。

( 4 ）ミニコミ紙「タウンニュースJ の逆

説

Fタウンニュース』は、高蔵寺ニュータ

ウンにおいて1984年に創刊され、 2004年現
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在、月 1囲約3万5千部発行だという。多

少の上下はあるものの、ここ数年、実質少

なくとも 3万部の発行部数で続いている。

タブロイド版 1枚表裏2貰が新聞折り込み

によって配布されている。配布範囲は人口

5万人の高蔵寺ニュータウン及びその周辺

である。新聞購読の人口割合は正確にはつ

かめないが、一般にニュータウンの住人は

新聞を読む人たちである。ニュータウンは

家族を単位として設計されている。宅配さ

れる商業新聞は個人講読というより世帯講

読が前提とされており、ニュータウンは宅

配新聞の顧客が集中する地域である。『タ

ウンニュース』の編集部は、新聞折り込み

という方法をとることにより、同紙はニュ

ータウンの90%以上の世帯に配布されてい

る、という感触をもっている。

『タウンニュース』はミニコミ紙である、

という主張は編集人たちのものである。ミ

ニコミ紙とは何か、という常識と一致する

ところと、完売離するところがある。

「ミニコミ」は「マスコミ J の対語とし

てつくられた和製語ではなかったか。つま

り比較的小規模の読者を対象とする小規模

の新聞あるいは雑誌を指すはずであるo

FタウンニュースJ の場合、小規模新聞と

いうところは合致するとしても、発行部数

は小規模ではない。 γ発行部数3万5千の

ミニコミ紙J とは、一種の形容矛盾であろ

フ。

またミニコミ紙は一般に手作り、手渡し

を原則とし、直接性を主張していることが

多い。『タウンニュース』が創刊された

1980年代には、全国にさまざまな運動の機

関誌や、とくに女性達のつくる小グループ

が発行する手作り、手渡しを原則とするミ

ニコミ新聞、ミニコミ雑誌が数多く存在し

た。仲間同士を前提とした文体、手書き原

稿の複写か邦文タイプライターで紙面をつ

くる、手描きのカットをいれる、再生紙な

ど特に上質ではない紙を使うなど手作り感

覚が共通していたO

『タウンニュースJ の紙面も20年間、手

作り感覚を維持して作られている。編集人

たちは「主婦」の視点をとって編集をする

ことにより、主婦という地位を離脱してゆ

くという逆説的な経緯をたどるのであるが、

fタウンユース」の紙面は、素人による編

集というテイストをむしろ積極的に残す戦

略をとっている。投書的な欄も多く、書き

手と読み手の立場が横並び的であり、読み

手がいつでも書き手になれそう、と思わせ

る紙面づくりである。ところが手作り感覚

を尊重しながら、手渡しではなく、商業新

聞の折り込みという流通手段がとられてい

る。手渡しとはちがって、書き手はじつは

全読者と顔をあわせることはない。これは

やはり「匿名社会のミニコミ紙j なのであ

る。

以下、本論は『タウンニュース』の「発

行部数3万 5千部のミニコミ紙J 「匿名社

会のミニコミ紙」という 2つの逆説を手が

かりにして、 rタウンニュース』の20年を

考察する。

2つの逆説に、ニュータウンならではの

ミニコミ紙の特徴、あるいはそれを越える

ものがあるだろうか。

この論考は、主に次の資料に依っている0

1 ）『タウンニュース」第 1号（1984年12

月18日）から第299号（2004年 3月 1日）

まで。 2）『タウンニュース」の編集発行

人であった林明代氏に対する長時間インタ

ビュー（2004年 1月6臼）。談話を原稿化

する途中、メールと電話による確認を行っ

た。その後同じく高蔵寺ニュータウンで補

足説明をお願いしたときには『タウンニュ

ース』に現在もコラム欄をもっ松井正子氏

が同席くださり、数多くの貴重な裏付けを

していただいた。 3）高蔵寺ニュータウン

設立から入居開始30周年記念事業までの文

献他、現地調査（2001年11月10日他）にお

いて収集した資料、である。
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2.γ発行部数3万5千のミニコミ

紙」の発信者

( 1 ）「タウンユースJ の編集発行人に注

菌するまで

高蔵寺ニュータウンで資料収集をした際

に住宅＠都市整備公団中部支社の刊行物

D"topikaトピカ』 1998年冬高蔵寺ニュー

タウン入居30周年記念特集号を入手してい

た。林明代氏は特集号にその記録が掲載さ

れた『パネルディスカッション 高蔵寺か

ら発信する21世紀の街と暮らし』に「ミニ

コミ紙『タウンニュース』編集発行人の肩

書きでパネリストの 1人として出席し、発

言していた。記事では 11976年に名古屋市

からニュータウンに移り住み、 1984年タウ

ンニュース創刊にスタップとして参加。以

来主婦業のかたわら地域住民として、生活

者の視点、から情報発信を続けている」と紹

介されている。シンポジウムの内容はニュ

ータウンの成熟度を示して興味深いもので

あった。

林明代と面識ができたのは共同研究「ニ

ュータウンのジェンダ一変容J において高

蔵寺ニュータウンの調査を行ない、 2001年

11月10日に街づくりグループ「高蔵寺ふれ

あい PUBJの集まりに列席させてもらっ

た擦であった 5）。他の列賭者も多く、短時

言葉を交わすにとどまったが、貴重な

機会であった。

ついで高蔵寺ニュータウン入居30周年の

シンポジュウム記録に載った林明代の発言

をとりあげた論文（西川、 2003）を送った

ところから、文通がはじまった。筆者は

『タウンニュース』ノてックナンバーの通読

を申し込み、 2003年 1月には許可を得て林

宅を訪問し、閲覧した。このユニークなミ

ニコミ紙を発信する側の意図と経緯を記録

する必要を感じて、長時間のインタビュー

を行った。

新聞折り込みは、図書館がする文献収集

の対象にならない出版物である。『タウン

ニュース』も、創刊号から揃っているのは

林明代氏の手許に保管されている 1部だけ

であるようだ。パックナンバーを読まして

いただきたいという要望にたいして「つい

先日、一枚ずつ残して全て処理してしまい

ましたJ という返事をもらい、肝を冷やし

たのであるが、各号 1部は大型クリアブッ

ク20冊以上にファイルして保存されていた。

なかには原紙はもう存在せず、そのコピー

も含まれているが、全号が保存され、保存

状態も良い。高蔵寺ニュータウンの中でも

山際に近い広い敷地に建てられた林邸は樹

木にかこまれ、家庭菜園と花壇では種々の

橿物が元気に育っている。全ファイノレを陽

光のふりそそぐ広いリビングの床に並べる

と壮観であった。カメラによる紙面撮影と

タイトルのパソコン入力はその場で時間を

かけて千子った。

( 2 ）創刊の経緯とその後の繍集発行スタ

ッフの変遷

バックナンバーをめくりながらのインタ

ピューは、創刊の経緯からはじまった。林

明代は次のように語っている。

「タウン紙をAさんという弁理士さんが、

こういうミニコミ京氏を｛乍ろうというアイ

デアをもったわけですが、彼の住んで、い

る地域は昔ながらの街で、そうすると、

そこでは自分の街では多分ミニコミ紙と

いうものは育たないだろうと予想したわ

けです。ここのニュータウンならば、高

蔵寺ニュータウンならばこういうものが

育つのではないかと、彼は思ったのです。

それで一緒に作る入いませんかと、本当

に小さなチラシがですね、新聞に折り込

まれて入ってきたのです。それを偶然私

が見つけまして、偶然、ちょうど子供が

小学校 5年生くらいになっていたと思う

のですが、もう主婦…、このまま一生主

婦で過ぎちゃうな、つまんないなぁと、



ミニコミ紙のある暮らし 73 

思っていた時にそれを見つけましてね、

これだったら、私ひょっとしたらやれる

かな、と手をあげました。手をあげた人

たちが集まってみたら、たまたま主婦ば

っかり、 3人でした。そのAさんという

男の方は f女の入ばっかり集まったの

か』、 F主婦ばっかりか』という感じで、

それじゃあ僕は降りるから、かわりに自

分の奥さんをだすから、あなたたち 4人

でやりなさいって」

後につくった年表とつきあわせてみると、

『タウンニュース』創刊は1984年12月四日

である。林明代の個人史年譜では、当時の

年齢38歳、主婦である。家族構成は夫と小

学校5年生の長男という時期であった。な

お、林明代は住まいの偲人史をいうなら、

自分の場合はまさに住宅双六であると述べ

る。結婚して名古屋市内の公団団地2DK

からはじめ、翌年長男誕生で3DKラつい

で設立10年目の高蔵寺ニュータウンの 3L 

D Kに入居、 2年後に抽選があたって分譲

地に戸建て住宅を建設した。タウンニュ

ス創刊はその 5年後である。

個人史としては住宅環境が整って家庭生

活の安定期であり、育児に割く時間がやや

減り、自由時間がとれる状況にあった。ニ

ュータウンもまた設立後日年が経過して成

熟期に入っていたのである。高蔵寺ニュ

タウンの人口が5万人を越えるのは『タウ

ンニュースJ創刊 2年後にあたる1986年で

あり、以後この数字はあまり変化しない。

rタウンニュース』の最初の着想、は後の

編集発行人たちとは別人A氏のものであっ

た、という点に注目すべきであろう o fタ

ウンニュース』は、もともとは同人誌やい

わゆるミニコミ紙ではなく、採算のとれる

タウン情報誌という事業として企画されて

いたのであった。情報誌を始めようとした

事業主Aとしては、ニュータウンは18市街

とはちがって、同質性のある人口がまとま

っているところに自をつけた。事業として

組む棺手ないしは従業員を募集したつもり

が、来たのは「主婦J ばかりであったとい

う彼にとっての臣論見違い、があった。そ

こで自分は手をひいて、これを自分の妻と

集まった 3人の主婦たちの手に渡したとい

うことになる。 3人とは林明代の他に、今

も『タウンニュース』にコラム欄をもって

執筆をつづけている松井正子氏と、もう一

人はA氏の妻のテニス仲間であった。

編集部は「30代主婦4人J である、とう

たうと、『タウンニュース』はミニコミ型

の編集となった。編集発行人たちは最初、

読者には自分たちと同じ f主婦」を設定し、

書き手と読み手は上下関係ではなく横並び

関係という発信の文体を形成していった。

fタウンニュース』の諸経費は現在にい

たるまで広告費でまかなわれている。創刊

には出費が必要であった。配布手段につい

ては議論があったようだが新聞折り込みと

決め、創刊号をすでに 2万部からはじめて

いる。翌年には発行部数2万 1千と発表さ

れている。当初から、折り込み配布という

手段あっての事業として考えられていたと

いうことであろう。創刊時には出版経費の

うち広告収入でまかないきれない部分をA

氏が負担した。翌年、発行経費を広告代で

まかなうことができるようになり、その頃

林明代が責任者となった。さらに毎号数千

円単位ながら分担金がだせるようになるが、

電話代、交通費は編集発行人たちの個人負

担であった。編集会議や作業は林宅で行い、

紙面形成は合議制、広告取りはそのときに

出来る人が行うという 4人体制がつづいて

いた。 4人の入れ替わりはあり、途中一度

1986年に、編集人の新メンバーを募集した。

現在の『タウンニュース』の編集発行人で

ある悶妙子氏が加わった。

1995年に改革があり、林明代（以下敬称

省略）と岡妙子の 2人であらためて新生

『タウンニュースJ を発行することになっ

た。その機会に月 1回の発行から 2＠］発行

になった。自営業の店をもっ松井正子は、
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紙面に独自の欄をもって原稿依頼をうける

ライター、という資格の参加をえらんでき

アこO

林、岡の両人は『タウンニュース』発行

の傍らで日本総合住生活 (JS）の情報誌

『快適』の作成を請け負う。林のことばで

はそれまでの γ道楽仕事から一歩踏み出

すJ、「夫の被扶養者」ではなく、 r個人事

業主としてわずかながら所得税を払えるよ

うにJ なった。その後に訪れた経済の不況

にもかかわらず広告費はさほど減らなかっ

たそうである。しかし2001年からは状況は

ようやく厳しくなり、 2001年5月からは月

1田発行に戻した。

そして2002年末、林明代は『タウンニュ

ース』を「卒業」、 Fタウンニュース』の責

任者は岡妙子氏となり、 1人で 1月1回の

発行をつづけている。松井正子氏の欄もつ

づいて現在にいたる。

rタウンニュース』の編集発行体制は 4

人体制、その後出入りがあった後2人体制、

そして現在 1人体制となって計20年以上つ

づき、 2004年3丹1日が299号である。

( 3 ）編集＠発行の仕組み

編集発行が2人体制となった時期の『タ

ウンニュース』 160号（1996年10月1日）

には、「手前みそではございますが……お

見せします！タウンニュースのできるま

で」というタイトルの記事がある。「（10

図（写真） 5 『タウンニュース』 160号第 l面
（筆者撮影）

月） 15日から新聞週間です。小さくったっ

てタウンニュースも新開です。そこで創刊

12年にして初めて、タウンニュースのでき

るまでをみなさんに見てもらおうと考えま

したJ という説明である。

まず「おんな二人で奮闘じする原稿書

きや編集の様子がマンガ入りで紹介されて

いる。ついで編集された原稿が印刷昼、のコ

ンピューターの『タウンニュース』用の書

式に入札版下がつくられる。ゲラ刷りが

編集室と印刷所を行ったり来たりする。な

お校正作業はしばしばマクドナルドでハン

ノてーガーをかじりながら行った、という。

刷り上がった fタウンニュース』は新聞配

達所に運ばれ、配達員の手で各世帯のポス

トへO 「3万 5千部を縦に積み上げると 3

m近くにもなりますJ とある。

インタビューの中で林は、一度だけ編集

ミスによる刷り直しがあり、その紙をゴミ

集めにではなく古紙回収にまわすために自

宅にひきとったところ、積み上げた立体の

発行人である我ながら圧倒されたと

いう話をした。 3万部から 3万5千部とい

う発行部数はやはりミニコミの規模ではな

い。林はインタビューの後で、当時を思い

出し、編集から出版までを次のようにまと

めた。

「編集会議：お互いが書きたい（関心事）

ことを持ち寄って、井戸端会

議状態でいろいろ話し合うう

ちに掲載内容が決まっていく。

担当を決め、それぞれの責任

で取材をし、原稿を書く。編

集長は存在しないので、お互

いが意見を言い合う中で方向

性の調整。

編集作業：原稿をPCで打ち上げ、切り

張りをして編集をする。広告

部分は、およそのレイアウト

のみ作成し、印刷屋ヘデータ

で提出。切り張り原稿をもと
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に印刷屋が作成。送り返され

た校正原稿を校正。

配 布：朝日新聞＠中日新聞＠毎日新

間の各紙に折込。印刷屋から

各専売店へ配達。

この作業と同時に、スポンサ

ー探し、広告原稿依頼、広告

料の集金他雑事をこなす。

タウンニュースの経費は、全て広告料で賄

われます。支出のほとんどが印刷代と折込

み代。諸経費を除いた分を二人で均等に分

配。その分配金をそれぞれの収入としてい

ました。仕事内容は、暗黙のうちに分担化

していましたoJ

( 4）生活情報としての広告

fタウンニュース』の 3万5千部発行を

維持させているのは広告費である。先の

「タウンユースができるまでJ の記事には

γ同時に忘れてならないのは広告集め。 12

年の実績が信用を得て、時には広告が集ま

りすぎて掲載をお断りしなければならない

心苦しいこともあるのですが、その逆のと

きはさあ大変。広告依頼に走り回ることに

なるのです。印刷＠折り込みなど全費用を

これでまかなっていますから、集まらない

と発行できなくなりますJ とある。

広告は紙面の半分近くを占める。文面と

レイアウトが丁寧に工夫されており、広告

を大切にする編集方針であることがわかる。

林は、知っている店の名前をみつけると安

心する、広告欄を読み物として愛読してい

る読者がいることを指摘する。情報誌とし

ては広告が読まれることがその役割である。

広告が出されている業種はニュータウンの

日々の生活に密着したもの多い。

まず住生活関係の広告が自立つ。リブオ

ーム、内装、防水工事、家具、ハウスクリ

ーニングなどである。ニュータウンが何よ

りも「住むJ ための街であることがわかる。

ついで多いのが趣味の教室、各種学習塾、

水泳からゴルフまでのスポーツ施設の広告

である。住人の余暇時間を対象とする企業

である。整体、マッサージなど健康関係が

しだいに増える。小売店、喫茶店の広告に

は季節感のある一行がしばしば登場する。

これらの店はニュータウン周辺も含んでい

る。また、成人式の振り袖レンタノレ、新年

会など季節限定活動の広告をだす業種もあ

る。最近では在宅介護サポートの専門会社

が夕食の宅配サービスの広告を出すなど、

広告欄だけでも社会史的に時代の変遷を追

跡する資料になるほど面白い。

林明代によると、『タウンニュース』で

は広告を大切にする一方で、大きなスポン

サーを避けるという方針が暗黙のうちに共

有されていた。消費者の目で商品を判定す

る f暮らしの手帖』的な側面を、広告料で

経営している rタウンニュース』にとりい

れるという難しい選択である。第 1には信

用できる広告を載せる方針であり、第2に

は広告ではない紙面に消費者による商品テ

スト的調査報告を載せるなどの努力がなさ

れている。

( 5 ）マスコミ紙とミニコミ紙の共存

『タウンニュースJ は、商業新聞に折り

込んで各住戸に配布される。 E刊新聞の宅

配制度が近代の日本ほど発達した社会は少

ないかもしれない。日刊新聞を発明したヨ

ーロッパでは多くの新聞は街頭で売られて

きた。地方の購読者には郵便で送られるた

め1日遅れとなったりする。日本の宅配は

また、個人にたいする配遠というより世帯

にたいして配達している傾向が強い。

新聞折り込みは新聞の宅配制度に付鑓し

て生まれた。したがってミニコミ紙 Fタウ

ンニュース』も新聞の流通機構にいわば依

存して、 3万5千部の配布を果たしている

紙媒体なのである。「 3万5千部のミニコ

ミ紙」という逆説を成立させているのは折

り込み配達という流通の仕組みである。折

り込み料はむろん『タウンニュース』発行

の経費のうちに含まれている。また、『タ
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ウンニュース』編集発行人たちは20年のあ

いだにたびたび商業新聞から取材を受けて、

紙面に紹介されている。つまり認知された

依存関係が成立しているのである。

『タウンニュース』が折り込まれる新聞

は、中自新聞、朝臼新聞、毎日新聞だとい

う。高蔵寺ニュータウンの住人は中部地方

の新聞である中日新聞を購読することが多

い。読売新聞がないのは不思議なことにも

思えるのだが、じっさいにニュータウンに

はあまり食い込んでいないそうである。転

勤族が多いニュータウンの住人のあいだに

は朝日新聞の購読が多いという話は、他の

ニュータウンでも聞いたことがある。

それにしても日刊地方紙、あるいは大新

聞の地方版による情報を得ている新聞読者

は、月 1回ないし 2田発行の『タウンニュ

ース』の広告以外の記事にさらにどんな情

報を期待して読むのであろう。編集人は

「素人っくりの紙面からは胡散臭きが感じ

られない」ので信用できる情報だという判

断があるのではないか、と自己評価する。

したがって自分たちも「誠実J 「公平」を

心掛けた。さまざまな政治的立場からも距

離をおいた O 『タウンニュース』を利用す

る目的で、近づいて来た人たちもあったが、

きっとガードが闘いと感じたことであろう、

ということである。

それに一般新開は話題性のある出来事に

飛びつきはするが、そうしてつくられたニ

ュースは一過性で終わることが多い。自分

たちはこの土地に住み続けているから、 1

つの話題を持続して追う。それが読者の信

頼を得たのだと思う、とのことであった。

じっさい、約20年間の『タウンニュース』

の紙面に何年かおきに複数回、登場する人

物や話題がある。

地域を限定した地域紙としての特徴は、

見出しに使われる「一緒に考えよう“老

後七といった呼びかけに集約されるので

はないか。「教えるJ 「与えるJ といった上

から下へ情報が、流れる形ではなく、読者す

なわちニュータウンとその周辺の住人たち

と一緒になって走り回って集めた情報の共

有にもとづき、 r一緒に考えよう J なので

ある。見出しには「知ってますか」といっ

た問いかけ調も多い。問いかける相手は

「あなたJであり、ときには γお母さん」

である。情報提供者は「わたし」である。

「あなたJ と「わたしJ はいつでも代わり

あえる横並びの位置関係にいるから、呼び

かけ諦文体と関いかけ調文体がうまれる。

たとえば、まだ初期の第20号（1986年 7

月初日）の紙面には、「夏休みプール情

報」があって近場のプールの開期、時間、

料金が一覧表になっている。林によると好

評であり、同様の企画がその後も組まれた。

1990年には『ニュータウン及びその周辺に

ある塾＠各種教室ガイド』という別冊の情

報誌を発行。これも好評につき、生渡学習

的な学びの場を含めてB5版36頁の小冊子

にまとめ、 1冊100円で販売したそうであ

る。 1994年にはその改訂版を発行、「 0歳

からシルバー世代までのあなたの豊かな生

活を応援する情報誌J というサブタイトル

がつき、付録には医療、銀行、郵便局、パ

ス路線など生活便利情報をつけ、 B5版43

頁に編集、 1冊200円で売った。

夏休みの子どもたちに必要なプール情報

から生長する子どもの学習塾情報、 59号

(1989年11月 1日）ともなると「愛知の公

立高校進学ガイド1989年J までが載ってい

る。さらには成年向け各種情報を載せてい

った。編集発行人たちの子どもたちが生長

してゆくにつれて母親たちが必要とする情

報の種類が変化してゆく。編集人たちと同

じく子どもをかかえる主婦読者たちには自

分たちと向じ要求があるはず、という仮定

の上に立つてのことであろう。事実、同世

代一斉入居となりがちなニュータウンでは、

種々の必要も一斉に生じる。マスコミは地

域のなかの地域とも言えるニュータウンの

間質集団に固有の需要、供給を十分にとら

えておらず、そこにミニコミ紙『ニュータ
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ウン』の存在意義が認められていたという

ことであろう。 66号（1990年 6月 1日）の

γ生かしてますか、あなたの時間J という

記事は、 100人の主婦にたいするアンケー

ト調査にもとづいて書かれている。

しかし同世代一斉入屠の同質的集団だか

らといってニュータウンは村落や！日市街の

ような顔見知り社会ではない0 49号（1989

年 1月1B）には r迎春私のふるさと」

の記事があって日本列島の地図が添えられ

ている。ニュータウンの住人たちの出身地

は全国の都道府県また外国にも及ぶ、のであ

る。互いによくは知らない匿名的社会に向

き合っているという点では『タウンニュ

ス』はマスコミ紙とほぼ同じであったo

rタウンニュース』は匿名社会にたいして

「一緒に考えよう j と呼びかけるのだが、

読者はどこにいて、どう応えたのだろう。

3.「匿名社会のミニコミ紙」の受信

者たち探し

( 1 ）新生「タウンニュース」の旅立ち

1995年には編集発行は林明代、同妙子の

2人体制となった。松井正子は彼女独自の

欄をつづける。新生 rニュータウン』を始

めるにあたって編集発行人2人は発行を

円士事」としてとらえ、自分たちが事業主

になるという決心のもとに再出発した。と

うぜん紙面改革がなされる。

新生 Fタウンニュース』となる誼前の

1994年に林、松井、岡の 3人は旅に出た。

旅は主婦という日常からの脱却の機会であ

ったであろう。この旅には、他の地域ミニ

コミ紙の見学という大きな課題があった。

1つは多摩ニュータウンで発行されていた

長谷川豊子氏が編集長の『奥様もしもし新

聞』であり、もう一つは松井正子の強い希

望により、森まゆみ氏が東京で発行してい

る地域雑誌 r谷根千』の編集室を見学した。

数あるタウン誌のなかでも多摩という臣大

なニュータウンで発行されている f奥様も

しもし新聞』と、東京の古い下町で発行さ

れている r谷根千れという対照的に違う

2つを選んでいるところが興味深い。

1980年代から1990年代にかけて全国的に

タウン誌の創刊が数多くあった。全国タウ

ン誌会議といったネットワークも形成され、

すでに情報交換が行われていたのである。

r谷根千』は rタウンニュース』とほぼ同

時期創刊で、 1994年にはNT Tタウン誌フ

ェスティパルで受賞していた。

インタビューの際に筆者がちょうど多摩

ニュータウンの調査中に閲覧した F奥様も

しもし新聞』の写真を見せると、林明代と

松井正子の両人は「これです。なつかし

い！ J と見入札話がはずんだ。長谷川豊

子が編集長の『奥様もしもし新聞』は r夫

婦でなさっていて、家業ですものJ と彼女

たちは言う。生活がかかっており、だから

本格的であったということらしい。新生

『タウンニュース』としては F奥様もしも

し新聞』から仕事としてのタウン紙のあり

方を学ぼうとしたのであろう。生活情報紙

という点でも『奥様もしもし新聞』と『タ

ウンニュース』は共通点が多い。

他方『谷根千』の方は、読者がお金をだ

して買う地域雑誌である。森まゆみが「販

売網が取材網J6）というように、取材の対

象ともなる地域の店舗に委託して雑誌を売

る仕組みをとっている。歴史性にとんだ古

い街の記憶を掘りおこし、地域の物語を創

出する。保存版をめざした特集形式が多い。

特集のなかには、森鴎外、樋口一葉、高村

光太郎などの文学者、あるいは『青轄』の

平塚らいてう、新内の岡本文弥など地域に

ゆかりのある人たちに関するものも多い。

特集テーマには後に森まゆみの著書として

まとめられるものがある。ライターとして

の松井正子にとっては、そこから森まゆみ

という作家が生まれた現場に行くことも重

要であったことであろう。また地域雑誌と

しての『谷根千』が数々のイベントを行い、

地域住人だけではない多数の動員に成功し
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たことも、『タウンニュース』の編集発行

人たちの関心をひきつけたと思われる。

松井正子は「森まゆみさんたちは自分た

ちが育って暮らした街の歴史のすごさに気

付かれて、そこからはじまっているミニコ

ミ誌でしたから、ニュータウンとは違いま

す。こちらはまったくなんにも無いところ

で、街ができてしまったところで、さてコ

ミュニケーションを、ということで始まっ

たので、まったく両極端ですJ と述懐して

いる。インタビューの途中でとびだした

「コミュニケーションJ という言葉には

『タウンニュース』に20年間にわたって執

筆欄をもって発信をつづけてきた人の実感

がこもっていて、はっとさせられた。コミ

ュニケーションはこの場合、生きることを

支えるために必要な基本的欲求、そして行

為としてとらえられている。

歴史性の無さ、隣は何をする人ぞ、さえ

無くてもすむ匿名性がニュータウンの特徴

であるが、何もない新しい場所に人が住み

はじめるや更地に草が生えるようにコミュ

ニケーション網が張られてゆき、記’患もま

た、降り積もる。折り込み紙として多くは

そのまま廃棄されたであろう『タウンニュ

ース』の今や300号以上ある集積は、ニュ

ータウンを生きた人々の集合的記憶を、と

くに加工することなく自動筆記したような、

貴重な資料となっている。その rタウンニ

ュース』 20年の途中でなされた外部を見る

旅の意味は大きかった。

( 2 ）主婦向け情報紙から地域の情報紙へ

旅から帰った後、 1995年、新生『タウン

ニュース』は編集発行の 2人体制をとった。

松井正子の欄の他にも、従来の編集方針を

引き継いだ、欄が多い。だが fタウンニュ

ス』の編集発行人たちは、このミニコミ紙

を主婦向け情報紙から地域の情報紙へ生ま

れ変わらそうとひそかな決心をかためてい

た。

大きな紙面改革の第 1はまず毎月 1日と

15日という丹 2回発行である。しかも全4

頁という号もあるのだから、編集発行の 2

人はブル回転に活躍する日々であったと想

像される。

第2に毎月 1日発行の号には「ひと」、

15日発行号には「リポート J という方針を

決めた。

これらの新方針の背後には、作り手も読

み手も「主婦J という前提があった最初の

12年からの脱皮が意識されていた。まず発

信者たちは、『タウンニュース』発行を自

分たちの f道楽J ではない「仕事J として

とらえ始めた。したがって営業成績や諸経

費を差しヲiいた後に残る収益について今ま

で以上に注意を払う。その結果、個人事業

主として所得税を収める。インタゼューで

は r夫の扶養家族ではなくなった」という

表現がなされている。

2人の編集発行人はその次に、読者の想

定範囲を広げようとした。最初の10年の

「主婦」による、「主婦j のためのミニコ

ミ紙は、「主婦」の自己表現の場でもあっ

た。じっさい松井正子というユニークなエ

ッセイストを生むこともした。しかし10年

間の持続によって自己表現を果たした彼女

たちは、この時点で他者にたいして目をむ

けだした。彼女たちは12年間にそれだけの

広い視野を身につけ、社会性の学習をすま

せていたのである。

たとえば特集号タイトル表を参照すると、

最初の10年間には「女の気持ちJ 「お母さ

ん」についての話題が多い。赤飯はスーパ

ーに並ぶ商品だが、炊飯器で炊けることを

教え合う、季節の家庭行事をこまめに取材

する、などの特徴がある。だが rお父さ

んJ についての話題はかなり限られていた。

第 7号（1985年6月278) に「ニュータウ

ンのお父さん像J があり、 30代から70代ま

での男性の声を開き取る努力がなされてい

る。 30号（1987年 6月1日）に fお父さん

にありがとう」という寄稿があるが、あり

がとう、の内容は微妙である。この前後に
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は「あなたならどうする？専業主婦の子育

て後の人生J 「女の気持ち、飛んでみたい

女心」の記事があり、第38号の特集は「振

り返ってみてあなたの家庭『男の役割＠女

の役割』であり、「主張コンクール r男女

協力の気持ちを我が家から』」も企画され

ている。だが女性の側からのこういった呼

びかけに男性の｛期からの回答らしきものは

少ない。

40号（1988年4月l自）には「お父さん

の単身赴任！家族に与える影響は？」とあ

る。じっさい、 1988年当時は、ニュータウ

ン入居開始20年後であって、最初の入居世

代の男性たちは働き盛りであった。ニュー

タウンの住宅双六の上がりである戸建て住

宅入居後には夫婦問の転居回数に差が生じ

てくる。夫の転勤に際して妻は子どもと共

に住まいに残るケースが少なからずあるか

らである。こうなれば女性の抱える問題と

男性の問題がますます交差しにくい状況が

あったであろう。

ところが、新生『ニュータウンJ の1995

年となると、建設後四半世紀を経て、ニュ

ータウンの人口構成そのものに変化が生じ

ている。転入と転出の結果、世代の混、清が

ある。また最初の入居者のなかからすでに

定年退職者がでている。定年を目前にして

人生の転機をつかむべく、転職、脱サラを

実施する人たちも現れる。『タウンニュー

ス』 1994年には「お父さんの余暇シリ

ズJ という記事が6田続いて、会社人生だ

けではない男性たちの生き方の紹介をはじ

めた。同質社会と見えていたものが、じつ

は多種多様な人々の集まりであったことを

明らかにする試みである。その後の10年間

「ひとJ の欄の取材対象には事欠くことが

なかったらしい。登場する「ひと」たちの

年齢、性別、職業が多彩であることは目を

みはるばかりである。

同じく γリポート」の欄で取り上げる問

題の範囲も広くなった。国際交流の話題や

外国人問題もしばしば登場する。 rタウン

ニュース』特集タイトル表を参照すると、

新生『タウンニュースJ となったあたりか

ら、生活情報の他に、外国旅行を含む旅や

温泉情報、イベントに関するものが増えて

いる。余暇の過ごし方が一つのテーマとな

った。子どもの学校教育だけでなく生涯学

習に関する記事が自につく。健康問題、ゴ

ミ収集をはじめとする環境問題、介護問題、

地域社会の関係性の問題、これまではなか

った治安の問題が持続的に扱われている。

ニュータウンはベッドタウンから変身をと

げつつあったo r住む」とはそこで眠るこ

とだけではなかったのである。編集発行人

たちの視野の広がりと、ニュータウンその

ものの変貌がうかがわれる。

毎号特集号形式である『タウンニュー

ス』の特集タイトルをデータ化すると、

『タウンニュース』の特徴は、ゴミ問題、

リサイクル問題など「住む」環境について

の問題をとりあげる時期が全国平均からみ

て早いことである。 1990年 4月1日号には

「捨てるの待って 牛乳パック」の特集が

ある。林明代によれば「記事を書くだけで

なく、実際に牛乳パックの回収まで『タウ

ンニュース』でやりました。自慢じゃない

ですが、『ニュータウン牛乳パックボラン

ティア連絡会』という会を作って、月 1囲

の回収日を設げました。春日井市にかけあ

って回収ルートをつくってもらい、牛乳パ

ックの回収日には市の清掃車もだしてもら

い集めました。その頃は若くてエネルギ

が有り余ってました。また人数も多かった

ですからね」ということである。当時の編

集部は 4人体制であった。周辺もまきこむ

主婦パワーが紙面外にとびだしてネットワ

ークをっくり、市当局をうごかす現実をつ

くったということになる。

話題の新しさ、早さは編集発行人たちの

生活感覚、編集感覚が鋭いということの他

に、ニュータウンは社会全体の変化を先取

りするからである。少子高齢化といわれる

人口変動は、ニュータウンには特に顕著に
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現れる。『タウンニュース』 20年の紙面か

ら、住人たちが我が身に迫るものとしてと

らえている危機感が伝わる。

( 3 ) r一緒に考えよう」ー少子高齢化の

追跡

「ニュータウンは30数年経ってみんなオ

ールドタウンって言うけれども、その言葉

にすごく抵抗を感じるんですよJ と林明代

は言う。そのとおりである。人はみな老い

るのに、ニュータウン人口の高齢化だけが

何故そんなに、取り沙汰されるのか。

1つにはニュータウンに特有の同世代一

斉入居が、高齢化現象をじっさいに激化さ

せた。創生期のニュータウンは若い夫婦と

その子どもたちだけの街であった。単身者

さえも単身者棟に別に集められていた。家

庭家族本位の街であったのである。高齢者

割合は極端に少ない街であった。ところが

人口の中心になる世代が一斉にある年齢に

達すると逆に、高齢者割合がどんどんと全

国平均を上回ってゆく街となる。児童数推

移もまた小学校建設が間に合わないほど急

増した後、 1984年をゼークとして今度は減

少が始まる。

第 2には、ニュータウンは計画都市であ

るが、設立当時のニーズにあまりにも合わ

せ過ぎているため、年月とともに入れ物と

中身の組離が生じ、その落差が大きくなる。

たった30年後のシミュレーションが十分な

されていなかったとも言えよう。その結果、

住人の回転があるはずであった隻貸住宅の

「家庭J 家族用住居に高齢者夫婦あるいは

その片方が取り残された。

公団が賃貨の空き部屋をバリアフリー、

手すりつきの部屋などに改造して「高齢者

向け優良賃貸住宅」とする制度を開発して

いるため高齢者の新たな入居もある。利便

性を考えてニュータウンへ入居する、子ど

も夫婦がニュータウンの住人であるためそ

の近くに住居を移すという例である。他方

で住宅双六の上がりである高台の日当たり

のよい庭付き住宅にも高齢者割合が高い。

部屋の改修があっても、賃貸集合住宅の街

区の商店街が閉まる。高台にパス路線がの

び、ない、など街の構造は、高齢者向きには

なっていない。

1998年、高蔵寺ニュータウン30周年の機

会に発表されたデータによると、高蔵寺ニ

ュータウンのなかでも賃貸住宅地区である

藤山台と逆にオール分譲地区である石尾台、

押沢台に60歳代70歳代の人口割合が高い。

住宅双六の両端に高齢者が集積してゆくと

すれば、同じ高齢者問題であっても要望は

なかなか一致しないことが考えられる。じ

っさい林は、初期の編集会議では編集側に

賃貸居住経験が生きていたが、しだいに賃

貸住宅街区の事情はわかりにくくなり、ま

たそこからの発信も少ない、と気にかけて

いる。

1990年代になると、全国のニュータウン

の高齢化と老朽化問題、それにともない自

主管理能力の低下、治安の悪化がジャーナ

リズムの注目をあびはじめた。かつて羨望

の的であった輝かしい未来都市が問題発生

地帯に転落という言説の背後には、怨瑳や

報復もからみあった複雑な感情がこめられ

ていたO マスコミ報道は知らしめることは

するが、問題にとりくむ当事者性は薄い。

林明代が疑問を抱くのは、 rニュータウン

がオールドタウンに転落J というような、

外部からなされる意味づけにたいしてであ

ろう。

計画持のシミュレーションには入ってい

なかった、あるいは予想外であった急速な

高齢化の予感を計画側でなく住人側に位置

する『タウンニュース』は敏感に感じとっ

ていた。特集テーマ表を参照すると、すで

に創刊号に「ニュータウンに老人会一『岩

成西華の樹会』生まれる」とあって、ニュ

ータウン誕生から16年経って、ニュータウ

ンにも 7つ自の老人会が発足したという内

容である。ニュータウンに老人会が生まれ

たことがニュースになったということは、
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ニュータウンのあらゆる地区に老人会があ

ったのではない、まだ珍しかったというこ

とである。しかし、この年前後からニュー

タウン人口高齢化のカーブは急上昇をはじ

める。

「主婦」のミニコミ紙であった初期の

rタウンニュース』は、嫁あるいは娘とし

て高齢者問題を考えはじめた。「ニュータ

ウンにょうこそJ 17号（1986年4月29日）

は親をニュータウンという新しい街に迎え

る娘の気持ちであるし、 18号（1986年5月

31日）「母（姑）に贈ったプレゼント」は

嫁の立場で書く記事である。もっともいま

だ遠くから先の世代と心をかよわせ関係を

たもっというニュアンスが感じられる。し

かしすでに46号（1988年10月18）には

「語る『老後』の親を看とるときJ という

読者の座談会が載せられている。

ところが1994年ともなると「私の見た街

の移り変わり J (120号、 94年12丹11日）と

いう記事に γ高齢化ニュータウンの心細い

人間関係J とある。高齢化問題はすでに親

世代だけでなく我が身にひしひしと迫る現

実となっているのである。「介護が必要に

なったときあなたが必要な情報は？」

(1995年5丹15日）となる。介護対象は身

近にひきとらざるをえなくなった親たち、

あるいは配偶者、さらに自分自身なのであ

る。同年には「何でもおまかせ栄養相談

『年寄り食事って何に気をつけるの？ ,l]J 

という実用記事がある。「闘いすんで…

『呆け老人をかかえる家族の会』にかかわ

って16年」（157号1996年 9月18）は家族

にとっては重すぎる家庭内介護の問題を扱

っている。

1999年にはさらに「介護にかかわりはじ

めた男性」（212号、 99年 1月15日）が現わ

れる。夫方の親をひきとる場合がその逆よ

りも多いことを考えれば、当然のことであ

ろう。注目すべきは編集発行人が娘と嫁の

気持ちだけでなく息子的立場に目をむけた

ことにある。その後にあらわれる r妻と夫

対等ですか？のぞいてみて、心の奥をJ

(250号2000年 9月15日）は、直接には介

護問題ではないが、配偶者同士が双方の親

たちを自分の家族の範囲にいれるか、いれ

ないかは、それこそ r心の実」にわだかま

る問題の 1つであろう。

だがしかし、介護の問題が家庭内の両性

の対等だけでは解決できないことは明らか

である。もともとニュータウン全体は三世

代同居を前提にしてはいない。核家族本位

の空間設計である。集合住宅の設計では家

族サイクルの途中から新たにもう一人ある

いは二人の同居を抱えることが難しい。同

じ棟内の空き部屋に親世代が入居する解決

は、公団も積極的にすすめるところであろ

う。だが空間の余裕の問題だけでは解決の

できない問題の方が大きい。ニュータウン

入居世代と親世代はすでに20年以上も遠距

離の関係であった。さらには家族内での高

齢者介護が自分たちの世代の解決となると

は到底思えない。

介護の社会化は、ニュータウンでは早く

から自分たち自身の問題として意識されて

いた。 Fタウンニュース』の記事としては、

公的な介護保険制度発足以前から、介護に

自ら取り組みをはじめた人々を主に「ひ

と」の欄でとりあげている。「教師から介

護士へ一介護士となって再び学ぶことJ

(1998年10月15日）、「人との縁がきっかけ

で民間介護サービスを設立して十年」

(248号、 2000年 8月1日）、 γ第二の人生

はお年寄りとグループホームの設立J (261 

号、 2001年 2月15日）などである。

ミニコミ紙『タウンユース』が扱うニュ

ータウンの高齢化問題は、やはりマスコミ

の取り上げ方とは違って、徐々に自分の身

辺に迫る f老い」を当事者としてとらえ、

しかし個人的解決ではなく「一緒に考えよ

う」スタイルを貫く。

編集発行人としては、その一緒に考える

相手との関係性がもっとも関心事であった

ようである。発行所として自宅の電話番号



82 

を紙面に載せると対応が大変ではありませ

んか、という問いにたいして、「タウンニ

ュース』の編集発行人は、電話のベルが鳴

るのを待ちつづけていたという。 20年間も

毎日、である。

（刊紙面上で／紙面外で読者と会う

先に述べたように、『タウンニュース』

は発信者と受信者がいつでも交代できそう

な、横並び関係を示唆する呼びかけ調、問

いかけ調の多い文体で紙面がつくられてい

る。じっさいに紙面に読者が登場すること

も多い。了ニュータウン出産事情－赤ちゃ

んが減った」（88号、 1992年4月1日）な

ど座談会記事がある。主婦100人に対する

アンケート、高校生100人に対するアンケ

ートを行う。リレー＠エッセイ「街角エッ

セ~J や γ女の気持ちJ 欄、むろん投書欄

もある。「皆さんのコーナーです。お気軽

にご利用くださしりと書かれた、読者が生

徒募集、仲間募集、お知らせなどに使う

「タウンポスト」棟がある。家計簿拝見欄

が手書きであったりする。 Fタウンニュー

ス』満 5周年、あるいは第200号、といっ

た節目のときにこまめに「読者の声」を掲

載するなどの努力がなされている。常時

fタウンニュース』のモニター的役割を告

覚して、 γシビアーなJ 感想、をくれる読者

たちもいる。

それでもまだ、編集発行人は 3万5千部

の読者の声が編集部にはなかなか届かない、

どこで誰がどのように読んでいるのだろう、

と絶えず気にかける。読者の声を集める仕

掛けも工夫した。 rタウンニュース』に長

く続く欄の 1つにクロスワードパズルがあ

る。年に一回新年号に、葉書に答えを書い

て出すと賞品が当たる懸賞企画がある。年

賀葉書が余る季節には葉書が書きやすいと

いう配慮がされている。賞品は主に『タウ

ンニュース』に広告を載せている様々な店

への招待券である。葉書には、パズルの答

えの他に rタウンニュース』紙面への感想、

を書くように求められている。これが『タ

ウンニュースJ には年中行事となって、読

者の芦が何百枚も大量に届く機会となって

いる。「嬉しいことです。日頃、リアクシ

ョンがないわけですから。一言でもいいか

ら rタウンニュース』についての感想を加

えて、って書くんですJ と編集発行人はイ

ンタビュー中に語った。集まった葉書をつ

みあげるとこのくらい、とテープ舟ルから数

十センチの高さが示された。

こういった紙面を用いての読者との出会

いの他に『タウンニュース』は、紙面外で

イベントを行い、読者たちを一堂に集める

試みを幾度か行っている。 1991年には fタ

ウンニュースJ が主催して rダウン症のど

アニストのコンサートJ を開催、「東部市

民センターの500席のチケットが受付開始

から、わずか20分で売り切れました」とい

う実績をきづく。 1993年には名古屋トヨペ

ットのショールームを借り切って「夢ひろ

ば－仲間さがし、自分さがし、夢さがしJ

という住民参加型イベントを開いている。

匿名社会の読者たちはこうして顔をあわせ

たかに見える。『タウンニュースJ はイベ

ントの自主企画の他にさまざまなグループ

の催しを紙面に紹介することによって人々

をつなぐ。

rタウンニュース』はすでにこの段階で

発信者として受信者と直接に出会う機会を

つくるだけでなく、読者同士を出会わせる

媒介行為を行っている。しかし、このこと

は編集発行人がミニコミ紙としての発信人

と受信人の直接的出会い、無媒介性を夢み

ているということではなさそうだ。

年末に読者から千枚近い葉書がくる、計

画したイベントに500人が参加したとして

も、それは 3万5千部の発行部数からする

と、全体の 1%に満たない。折り込み紙の

大部分は、ちらつと読まれたのち廃棄され

たり古紙回収にだされたりするであろう。

残しておいて読み返される機会は少ない。

『タウンニュース』編集発行の20年の経
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験の結果はむしろ、 3万5千人の読者はあ

くまでも顔の見えない、戸ぎをきくことので

きない読者だという認識であり、メディア

の媒介性についてのさめた意識が培われた

年月であったのではないか。林明代が『タ

ウンニュース』を「卒業」後にはじめるの

は、サイトというヴアーチャル空間をつか

った媒介作用である。

4. おわりに

( 1 ）次のステッブ「エキスパネット」

電子空間における媒介構想

fタウンニュース』は、変遷をとげなが

ら2つのことを自覚的に行ったように見え

る。 1つには自分たちのために『タウンニ

ュース』発行を収益の上がる「仕事ムつ

まり小さいながら 1つの事業にした。 2つ

目には、とくに「ひと」「リポートJ の欄

の持続によって、標語どおり「人と入、人

と地域をつなげますj という約束を果たす

ことである。

林明代は2002年に rタウンニュース』の

編集発行人を交代して、『タウンニュー

ス』を「卒業J し、彼女の言によれば、夫

の扶養家族という身分にあっさりと戻る。

だが「卒業J という言葉を使うのは、これ

が終わりではなく、次を考えて進むという

意志表示である。彼女が選んだのは20年間

『タウンニュ、一一スJ の紙媒体をとおして行

った「つなげる」を、こんどは別のメディ

ア、インターネットのサイト、電子媒体で

つづけることであった。産前に新聞で「定

年後の講演活動をしませんかJ というホー

ムページをたちあげた人の紹介を読んだ、o

r愛知市民教育ネット J というリタイア後

の人々の知的資源活用をめざすNp O法人

があることを知ったこともヒントになった。

林は、自分は「私にも

出来るかもしれないと

思うと、可能性がある

学びあい・育ちあい・伝えあい・分かちあい・ふれあい とすぐ行動に移すタイ

プで、すJ と語る。『動襲撃者韓同宜議；：.~霊封率冒す
エキスバ四十G本サ.ry－，という笈嫁をす1

http://www.0568kasugai.net I～εxspa/ 

ヱキス／｛＇；，お γ制渉、叙聴や鉱援れ勾まを持つZごいるJえと
をめ匁離やま臨判籍制すで涼し＂＇人をつ主主ぎ苦手宣言。
乏し亡、毛主＠＠い宅泊レ吉＠~誕mミヨーミ萄を
め＝ましを苦E弘

女学校ぬ総合学習飽
安市制苦う欝密や議密会

女PTA移どぬ講演会

ヲ封樹君資簿を寸？？に蓄蓄えre熟年予備率ぬ発擬
女自己実現をめざ諺審議尚人材め発揚

予告lj＼義嬢霧8勉強会・議醤会

図6 「カスガイエキスパネット」パンフレツト

2003年、林明代はイ

ンターネットに「住民

の住民による住民のた

めのーかすがいエキス

パネット」というホー

ムページを立ち上げた。

サイトを開けると、コ

ンテンツの最初に「ね

がいと仕京¥13.みj があり、

「かすがいエキスパネ

ットは、こういう人た

ちを結び付けるお手伝

いをしたいと思いま

すJ とある。こういう

人たちとは、何学びあ

いJ f分かちあい』 F育

ちあい』 f伝えあいJ

fふれあいJIJ を望む
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人たち、と書かれている。「エキスパネッ

トはいろんな『あい』での地域づくりを目

指します このHPは地域の人材情報の頁

でもあり、人材こそが、地域の『宝』ここ

は『宝箱』のページです」と書かれている。

「あいJ は相互関係をあらわしている。居

合わせる者同士を自覚するニュータウンら

しいキーワードである。

『タウンニュース』の「一緒に考えまし

ょう」の姿勢がここにも貫かれている。コ

ミュニケーションが目的志向型というより

「分かちあい」 γ伝えあいJ rふれあいJ と、

了解試行的であり、つながる過程そのもの

が必要であり、快楽であるような「つな

げ」方が工夫されている。

「かすがいエキスパネット応援団のみな

さんj の名前の中には『タウンニュース』

代表人の関妙子、エッセイストの松井正子、

そしてNp O法人まちの縁側青み隊＠安住

の会 e高蔵寺ふれあいPu B主宰者の名前

もある。 100人以上の人が登録している

『人材宝箱J がエキスパネットの心臓部と

呼ばれている。その中の多くが fタウンニ

ュース』の「ひとJ の欄が取材した人たち

である。林明代は『タウンユース』 20年間

に育てた人脈のネットワークあっての rエ

キスパネット』である、と言う。

たとえば松井正子の登録には「fタウン

ニュース』の r本棚』を創刊から書き続け

る。市民講座の講師経験あり。読書量は読

書歴に比例し膨大。幅も広い。自らの経験

から読書の楽しみを伝え、特に10代の若者

たちには読書の必要性も伝えたいと願う。

子育て中の母親にも自分の体験から話がで

きるJ とある。ここから、松井正予のホー

ムページにとんで、より詳しい情報をえる

こともできるようになっている。

講座の講師、研究会のアドバイザーを探

している人たちの要望にヒットすれば、

γつながる」わけであるが、エキスパネッ

トはそこまでを無料で行い、そこから先は

当事者たちが自分たちの責任でかかわりあ

う。林明代が、自分たちがするのは情報の

提供であって、いわゆる引き合わせ業では

ない、と言うところが興味深い。インタビ

ューの中で林明代はエキスパネットについ

て次のように語っている。これは筆者が

『タウンニュース』の全号を関覧して貴重

な資料だから、紙が劣化しないうちにデー

タベース化することをすすめたことにたい

する答でもあった。

「私が rタウンニュース』を18年やってき

て、私がいただいたものは人脈です。取

材や広告取り、さまざまな場で知り合っ

た人たちは皆さん、何かをもっておられ

ます。皆さんがもっておられる知識や知

恵や技、たくさんの人脈、人とのつなが

りを私がいただいたわけです。それを自

分一人のものにしておくのはもったいな

いよなあ、という思いがだんだん芽生え

てきて、ならば、それをみんなで共有し

たらどうだろう。共有するにはどうした

らいいのかな、って。単に記録をデータ

ベース化して共有するっていうだけでは

今ひとつつまらないかな、と。記録とい

うよりも、人脈を一つにまとめたものを、

みなさんに情報として提供すれば、それ

をみなさんと共有することによって、も

っと幅広い人と人とのつながりができて

ゆくんじゃないか。そのお手伝いをエキ

スパネットがすればいいのかな、と考え

ましたJ

ここで林明代が強調しているのは人と人

を直接につなぐことではなくて、情報と情

報をつなぐことである。彼女はこのように

つけ力日えた。

γだから伺かを集結させて、みんなで一緒

に何かやるのではなくて、エキスパネッ

トはあくまでも情報でしかないわけです

から、情報としての集結で、情報を得た

人たちがその情報を元にして新たなつな
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がりを創っていけばいいのかなというふ

うに私は考えますJ

電子媒体であるから、地域ネットワーク

である「エキスパネット」が遠縞地とつな

がって、たとえば21世紀になってはじめて

入居30周年をむかえる他のニュータウンへ

講師派遣を行うような場合も生じることで

あろう。林明代は、 rエキスパネット J は

情報と情報をつなぐ媒体と言う一方で、

「エキスパネットJ は採算のとれる自主企

画を少しづっ重ねてゆく方針である、と答

えている。じっさいサイトの rエキスパ実

績一覧」を見ると、 2003年 4月以後、自

企画、共催企画がほぼ月 1屈のハイペース

で行われている。「ハーブが教えるものJ

「ドイツワインの魅力をあなたに！ J 「世

界でたった一つのリフォームアクセサリー

をあなたにJ といった講習もの、「ネパー

ルからの報告と座談会J など講演会的な催

し、「高森山ヘリスを探しに行こう！ J な

どの野外活動など多彩である。

『タウンニュース』には広告代という財

源があったが、 Fエキスパネット』にはあ

りませんね、という質問をしたところ、林

明代は、財源は企画に参加する人がそのた

びに支払う会費であるが、会費は毎回千円

程度である、巨常的に来てもらうにはそれ

以上の会費を設定ことはなかなか難しい、

と答えている。仕掛け人の仕事は楽ではな

いであろう。これは地域を耕す営々たるい

となみである。

自主企画イベントは、従来の町内会の定

期的行事とはちがってメンバーを閤めるの

ではなく、離合集散をくりかえす。イベン

トの参加メンバーはそのたび同じではない。

だがその瞬間に集まったことが次の出会い

のきっかけになる。繰り返しが一種の軌道

を後ろに残すといったやり方である

( 2 ）「読み捨て原則のミニコミ紙J の媒

介作用

先に述べたように第 1田のインタビュー

の時に、 rタウンニュース』のパックナン

ノてーの内容に注目した筆者は林明代に、

300号になろうとしているパックナンバー

のデータ化をすすめた。林明代は「これま

でもデータ化をいろいろな方から言われま

した。でも私にはデータ化するほどの価値

を自覚できませんでした」と答えた。そこ

でまず特集タイトルのパソコン入力と、主

な特集紙面の写真撮影を申し出たところ、

こころよく受け入れられた。驚いたことに、

次の訪問日までに林明代自身の手で全パッ

クナンバーのうち前半部分が入力されてい

た。おかげで、残りの入力を予定の半分の

時間で終え、数多くの頁の写真撮影をする

ことができた。その後メールのやりとりに

より修正をして、特集号タイトル表は完成

している。これを索引の手がかりにすれば、

たった 1部残っているパックナンバーの閲

覧がしやすくなるであろう。

タイトル表をつくり、デジタルカメラで

撮影した紙面を読み、いわば資料体を構築

しながら、私は rタウンニュース』の不思

議な性格にひきつけられた。 r3万5千部

のミニコミ紙J r匿名社会のミニコミ紙」

である rタウンニュース』はまた、「読み

捨て原則のミニコミ紙なのである。

従来の同人誌やミニコミ雑誌は発信者で

あり受信者でもある同人たちによりとくに

大切に保存され、アイデンティティの拠り

所といった扱いをうけた。同人達がともに

過ごした時間の記憶がプールされていると

いった愛着が深いために、外部の読者を排

除する傾向すらある。むろん『タウンニュ

ース』もまた林明代により丁寧に保管され

てきた。しかし彼女は自分の軌跡について、

見事なほどに執着を示さないで前に進もう

とする。『タウンニュースJ の読者も同じ

であるだろう。 Fタウンニュース』のパッ

クナンバーは読者の手許にもそんなに数多

くは残っていないのではないかと思われる。

ノてックナンバーを再読した読者は少ないし、
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まして20年分を通読した読者はほとんど無

いのではないか。にもかかわらず毎月 1回、

新聞に折り込まれて各世帯に届けられる

Fタウンニュース』はそれが何であるかを

知らない住人はないほど高蔵寺ニュータウ

ンとその周辺の暮らしにとけこんでいる。

読み捨て原則の紙媒体が「人と入、人と地

域J をつなげる、そのつなぎ方はごくゆる

やかであって、ニュータウンの互いに強制

を避ける共生のあり方に適応しているo

rタウンニュース』の20年は、高蔵寺ニュ

ータウンとその周辺を、定住した人、移住

途中の人の混在する住人たちの γ居場所J

と意味づけることをしてきたのであった。

γ読み捨て原則J はまた、入居者が変わ

るたびに原状回復が要求され、壁の染み、

タタミの汚れが消され、いわば毎回リセッ

トされてパターン化された秩序が復活する

集合住宅の無数の部屋のあり方にも似てい

る。だがリセットを重ねながら淡泊に残る

記憶がある。記憶も父祖の地にしがらみと

共に色濃く残る記穏とはちがっている。ニ

ュータウンではガレージセールやフリーマ

ーケットが盛んであるように、居場所をも

とめて集まった者同士、他者の記憶を継承

することが寛容に許される場所なのではな

いカユ。

本論は人ではなくミニコミ紙 fタウンニ

ュース』のライフヒストリーの構築となっ

た。これもまた他者の記憶を受け取り、手

渡す試みの一つである。完成した生涯を顕

彰するための伝記ではなくて、馬囲をまき

こんで絶えず、変化しながら生きつづける媒

介作用の経過を描く結果となった。ニュー

タウンそのものもまた、周囲をまきこみ、

周囲に惨みだしながら生長する生命体であ

る。ニュータウンとは流入し、流出する人

と情報を媒介するプロセスそのものである

のかもしれない。
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Abstract 

もも Paper : Twenty Years 
of Town News in Kozoji New Townプ

Yuko NISHIKAWA 

The new towns are artificially designed suburbs and their spatial designs show 

some standardised pattern. The new towns are created by strategic planning within 

the framework of the national land development. The inhabitants come from different 

places and often feel isolated after they settle in standardised, well”planned, and or圃

dered towns. They need information and communication. Thus in the 1980’s, more than 

ten years after the construction of new towns in suburbs of the principal cities of J a幽

pan, many community media and “mini-comi”papers were published in new towns. 

“Mini-comi”is an English word coined in Japan as an antonym for mass communica“ 

tion media (i.e. it is an abbreviation for “mini communication media”）， and it means a 

small newspaper, newsletter, leaflet or magazine, which circulates within a relatively 

small group of readers. 

This article details the survey of Kozoji New Town(l968-) and its mini”comi pa” 

per, To仰 tNews, thinking about new towns in terms of media theory. Roger Silver-

stone suggests that“we should be thinking about media as a process of mediation.” 
Town News is inscribed with the motto“Link people together. Link people and com刷

munity together" above the title. This article deals with twenty years of activities of 

Town News as process of mediation. The contents of the survey are twofold: 1) all the 

back numbers of a local community paper called Town News which has been published 

monthly or fortnightly in the last twenty years for inhabitants of kδzoji New Town 

and its outskirts by the female editors and publishers, 2) an interview with one of its 

editorial publishers, Akiyo Hayashi. 

Hayashi, the editorial publisher of Town News calls their newsletter a“mini-comi＇’ 

paper. Despite Hayashi’s opinion, Town News has characteristics paradoxically both 

suitable and unsuitable for a“mini-comi”paper. This article pays attention to these 

two, or rather three paradoxes of Town News. Firstly, although calling it a“mini“ 

co mi”paper, Towη News has a circulation of 35,000. It is a community-based informa帽

tional leaflet funded by advertising revenue. The publishers pay delivery rates for the 

newspapers’delivery offices to insert Town News in the major commercial newspapers 

for circulation. Town News is a“mini communication medium" which depends on the 
mass media. 

The second paradox is in the aspect of Town News as “the’mini酬comi’paper of an 

anonymous society.”Publications called “mini-comi”are generally handmade and cir-
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culated personally by the addressers. The addressers and the addressees of the“mini制

co mi”are often acquainted with each other. Town News, which was edited first by 

four and then two housewives, at first aimed at only housewives, many of whom lived 

in Kozoji New Town. The articles are written in a friendly, familiar style, so that the 

reporters seem to be speaking to the readers as a peer. The distance between the re掴

porters and the readers is close and this makes the readers think the position of the 

addresser and the addressee are interchangeable at any time. Town News allowed 

space for readers' views such as readers' column and discussions. It also has made an 

effort to create opportunities to meet the readers by holding concerts, seminars, and so 

forth. Indeed, one event attracted five hundred people and nearly one thousand post” 

cards arrived for a prize contest, however, these visible readers are less than one per幽

cent of the circulation of 35,000. 

Town News was reformed in 1995, in the second half of its 20 years of history; 

they changed Town News from an informational paper for housewives to a community 

paper. They re-established the publication of Town News as business that made the 

editorial publisher a business owner who had succeed in finding her way out of being a 

full帽timehousewife. In fact, reading the second half of the back numbers reveals that 

there are some problems difficult to solve solely by individuals. Although each individ“ 

ual has different standpoint, interest, and cultural background, all of them need to face 

prominent problems of aged care and the rapid increase of the percentage of older peo・

ple and the decrease in the number of children. Town News responded to their needs. 

The third paradox of Town News is the transient nature of a“mini-comi”paper as 

“disposable after single reading" even though the publishers give their whole mind to 

create Town News. Despite its transient nature, few residents do not know about Town 

News, this small paper is woven into the everyday lives of inhabitants in Kozoji New 

Town. Town News, which can be disposed of freely, does not force a message on read-

ers and moderately mediates or links people. It is an appropriate medium for inhabi幽

tants who seek a way of communal living, and avoid any forms of compulsion. 

Those three paradoxes of Town News represent the characteristics of an appropri欄

ate medium for the new town. A new town is neither a virtual space nor an empirical 

space ; it includes both virtual and empirical factors. It suggests the whole process of 

mediation among streams of people and information. After Akiyo Hayashi“gradu” 

ated”from Town News, she started the “Expanet”website which introduces people 

with unique talents and skills and provides event planning. Her twenty years of experi-

ence with Town News allowed her to establish many relationships and build a network 

for resources. However, Hayashi claims that her website is not a human resources 

business; she only mediates between two sources of information. 


